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あらまし：我が国では日本語ち？イヌ語ち系統の不明な孤立語とされて久しい。各地の地名を遇して、我

が国の地名の多くは日本語で解釈するよりもアイヌ語で解釈しだ方が本来の地名であろうと主張してき

だ。比較言語学の発展は多くの言語の親族関係を明らかにして来ており、日本語ち南島語（オーストロネ

シア語族〉に属することが分かつてきている。

Mスワティシュは基礎語嚢を使って、言語閣の分離経過年代を推定する方法を提唱し、言語年代学と

称した。彼の基礎語集100語と統計上の実験式を適用して南島語の語嚢の連なりと日本語およびアイヌ

語との関係を調べてみた結果、日本語の言語系統、とりわけ縄文語がどのようなものであつだか推定する

ことができたので報告する。

Summary: It has so far been considered that Japanese language is completely isolated 

or indioendent from the Ainu language that is spoken by a minority in Hokkaido. The 

author has already asserted that many place-names in Japan can be well interpreted 

based on the original description of the places in Ainu language. Comparative linguistics 

have made it clear that many languages existing in the wo「ldcan be groped into several 

families: e.g. Japanese language belongs to Austronesian (AN) language family. 

M.Swadesh has prooosed a way for estimating the time when a language was 

separated into different languages on the basis of their core vocabularies: he called 

the way Glottochronology. this paper presents an experimental result of quantitative 

comparison between Japanese, Ainu and AN languages on the basis of Swadesh's 

selecting 1 00 core words. here. a kind of statistical equation has been employed, which 

was experimentally given by Swadesh. The e×periment suggests an imoortant role of 

Ainu language in the evolutional process of Japanese language. 

キーワード： 比較言語学、言語年代学、縄文語、アイヌ語
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1 .はじめに

地名はたとえ文化・言語が変わろうとも使われ

続ける揚合が多く、多くの例からはっきりするの

ではと、考え続けてきたが更に直態的に証明する

方法がないか模索してきた。

インターネットで見つけた、ハンドルネーム、

ロゼッタストーンの「学聞の部屋」というホーム

ページは、スワディッシユの基礎語集100語に

おける日本語と南島語（オゥストロネシア CAN)

語族〉との比較を村山七郎の研究とを対比させて

独自の判断を伺け加えられた意欲的な研究成果で

あつだ。これを拡張する形で、ホームページ筆者

のご了解を得て、日本語とアイヌ語との関係を南

島語と苅比し、日本語語集系統を明らかにするこ

とができたと考えるのでご報告する。
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2.日本語系統研究の流れ

なぜ日本語系統が分からなくなってい疋かとい

う素朴な疑問とも関連し、ここで大まかな我が国

の言語系統研究の歴史を追ってみよう。

我が国の言語系統論争は約100年前に藤岡勝

二がウラル・アルタイ語説をとなえて以来、橋本

進吉などの上代仮名遣いと母音調和の発見などに

より、多くの学者に指示されるようになる。

明治末年、日韓併合の年、 1910年には金沢正

三郎の「日韓両国語同系論」が出ると、若くして

唯一のアイヌ語の権威であった金田一京朗ち賛同

し、「アイヌ語と日本語とは別系統」を主張した。

この頃日本民族論争ち外国人、 P/H.シーボル

トおよびE.S.モースなどの日本人祖先としてアイ

ヌ説、プレアイヌ説が続き、我が園初の人類学者

I平井正五郎のコロボックル説に対して、その弟子

馬居龍蔵らのアイヌ説との論争は20年論争を展

開し、 I平井の死によってアイヌ説に決するかに見

えたが、軍国化の世論と相まってヤマト単一民族

3.日本列島の形成過程と民族・文化の形成過程

日本文化、日本語形成などのソフト面に対して、

それらを受け入れるハードウェアとしての日本列

島の形成過程を歴史的に考えると簡単なモデルで

の人々の到来や文化・言語形成を容易に理解でき

る。

右図において、最終氷期には人類の楽園がユー

ラシア大陸の南東において陸続きの現在のインド

ネシア、幻の大陸スンダランドにあり、日本列島

ち台湾ちアジア大陸に陸続きであった。

温暖化と共に海面が上昇して、大陸の一部ち海

没して行き、怪地で生活していだ人々は移動を余

儀なくされだ。このような人口移動圧力はます、

大陸を北に海岸沿いに移動していった。縄文時代

直前の日本列島ヘ来た人々はこのような人々であ

つだであろう。（図1の朝鮮半島経由の移動）

縄文時代が始まると日本列島は大陸から離れて

行き、それまで日本列島の東を遠く離れて流れて

いた黒潮の海流が裏日本へも流れ込み、列車を包

むように流れ出すと気候ち温暖となり、海流に乗

った海からの人々の往来が容易になっていった。

（図1の海からの移動）縄文文化を運んだ人々の

到来を告げている。縄文中期の海進期の最盛期に

は海面が現在よりも10mも上がり海からの人々．

説が台頭し、アイヌ問題はタブー化されて行き、

今日に至っている。

一方、日本語が南島語と7フルタイ諸語との混合

語であると1924年頃提唱したのはロシ？の天才

的言語学者のE.D.ポリワーノフであり、その後約

10年後にドイツの0.デンプウォルフが南島語の

祖語を発表して以来、東南アジアと太平洋の島々

の多くの言語が南島語起源〈オゥストロネシア

CAN）語族）であることが分かつてきた。現在

の日本語系統論の主流にちなってきだが、その代

表はベルリン留学でアルタイ比較言語学を学んだ

村山七郎であろう。［8]

約60年前にM.スワディシュは言語年代学を提

唱しスワデイズムなどと呼ばれ注目された。「14」

服部四部は「水深測量」と称して我が園周辺の

18言語閣の調査をされている。［9] 評価はまち

まちであったが、この方法の弱点を見直すことで

新だな展開を見いだすことが出来たと考える。

の人口移動圧力ちピークであつだ。

弥生時代に入ると大陸からの人々とその文化は

縄文文化を圧倒し「倭国大乱」に見られるような

激動の時代であり、文化・言語面でも短期間に急

激に変化し、最終的に北に残されだ人々、文化が

アイヌ人、アイヌ文化およびアイヌ語であろう。

図 1.最終氷期時の日本列島周辺と人々の往来

CNHK 日本人はるかな旅震のHPから〉
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4.日本語・アイヌ語に刻する南島諸語との比較

柑山七郎の著作などから、日本語およびアイヌ

語の特徴がなぜ生じたものか、本源的なものかど

うかなど、南島語起源と考えることにより分かつ

だことなど概観してみる。［8]. [10］ー［12]

4. 1 日本語とポリネシア語の類似性

ハワイ語などのポリネシア語など、日本語と

同じ5母音であり、重母音・童子音を許容せず、

日本語古語と同じく濁音のない子音のみの簡易な

音韻であり、母音終わり（開音節〉の単語であり

カタカナで書いても通じる言葉である。（大野晋

のタミル語起源説のタミル語の特徴とち一致〉

しかし、これらの特徴は本源的なものではなく、

南島諸語の中の中山、インドネシア語派が拡散し

てメラネシア語派、ポリネシア語派と二次、三次

的に拡散しだ結果であり、日本語ち二次、三次的

に拡散しだ結果であることを示しているようであ

る。これらの言語の共通の特徴は民族移動ととも

に言語接触を繰り返し、より簡易な音韻に落ち蓄

いた結果に思える。

ポリネシア語の開音節語に関して、単語には露

出形（独立名詞〉と被覆形（従属名詞）とがあり、

露出形は開音節であり、被覆形は閉音節が保存さ

れており、元々は閉音節があったことを示してい

る。（日本語の被覆形の倒、白（シ口）に苅して、

白〈シラ〉魚、白（シラ〉サギなど。インドネシ

ア語派の揚合は露出形の揚合にち閉音節語が多

し＼）

日本語の揚合ち同様に語末尾子音はとれるが、

被覆形においては保持されているものがあるよう

である。（動詞語幹など〉

アイヌ語には閉音節の単語が多く、古い形を残

している。（台湾諸語ち同じ〉 日本語の揚合には

被覆形でも開音節であるが、原始日本語では閉音

節語 eve.eveなど〉があっただろうと言わ

れている。

また、日本語の露出形、被覆形の単語の古形は

双方の音韻を含む揚合が見られる。

（例：「ヒ（火） :pjj」に苅して「ホ・ノ・ホ （炎）

∞」から祖語＊（a）閃iが復元される〉

4. 2 二番節語と単音節語

日本語は2音節の語 cvev.evevなど〉

を基本としており、ポリネシア諸語などと共通な

特徴であると見られており、日本語の単音節語の

多くが古語では重母音語であったと言われている。

一方、アイヌ語は単音節語を基本としていると考

えられている。

しかしこのことも本源的ではなく、南島諸語の

揚合は接辞と語幹の各1音節の組み合わせの揚合

が多く、もともとはー音節で、アイヌ語の揚合に

は長い年月の聞に2音節語が1音節語に圧縮され

た「幹収縮」の形を取ったちのが多く見られる。

その結果、この概怠化されだ語幹語により多くの

合成語を形成できるようになっだものではないだ

ろうか。「アイヌ語はちとをただせば数百の単語か

ら成り立つだもの」などの田柑すす子の言葉が思

い出される。

また「アラタ（新〉シ」が「アタラシ」になっ

たように、アイヌ語には南島諸語から子音問、母

音問、子音・母音聞の前後の入れ替わった「音位

転換（メタテーゼ）」の例ち多く見られる。

4. 3 その他の南島語的な特徴

アイヌ語は接辞（媛頭、接尾辞〉を駆使した言

葉であり、南島諸語的であり、抱合語に分類され

ている。日本語においても「マッシロ（白〉」、「マ

ッサオ」などの接尾辞＂ma一＂Id:インドネシア系言

語に見られるものだそうである。まだ、インドネ

シア系言語には前鼻音化形の態辞 了［me]N－＂な

ど）があり、その痕跡が日本語にも見られるそう

である。

まだ、日本語には少なくアイヌ語には多い語頭

のγ〆音であるが、南島祖語の〆下d＂音に対応するも

ので、日本語ではさらに＂（＇音などに蛮わったちの

ではと言われている。
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5.基礎語集比較

1950年代にM.スワディシュはあらゆる言語

の基礎語集がほぼ同じ速度で崩壊することに着目

し、言語年代学を提唱しだ。インド ・ヨーロッパ

語族等の13の言語から統計的に二言語間の分離

年代を算出する実験式として

t =log C I 2×log r 

5. 1 服部四郎の基礎語集比較

我が国では服部四郎が基礎語集100語に基づ

いて「水深測量」と称レて、我が国周辺の18言

語と日本語との比較を試みておられ、結果は次の

ようである。（表1.）上記の分離年代については

スワディッシュの式を適用しだが、服部は rの

値を蛮えて算出しておられる。［9]

上記の結果、日本語に近いのはアイヌ語、朝鮮

語であるが、蒙古語、満州語などとの差ち少なく、

判定によっては債が大きく異なる。また語集によ

ってはどの言語ち偶然の一致を除外できない。
.回同町・ ’ • uo，、 ...... ’－司．．，司司F ’F唱F •• 司.....司，，，， 官円’・回目司．， d 、ー
語族名 アルタイ語族

語派名
自語名 朝鮮結 満州語 量産古語 H-n-1喜 キ・・Jヤーヲ跨

判定結果（ ） 18 15 16 14 9 
判定結果A 13 3 3 2 2 
残存率1c) 0.194 0.15 0.16 0.14 0.09 
残存率2O+Li. 0.333 0.18 0.19 0.16 0.11 
分離年代（千年） 5.4陶 3.6

但し、 t：分裂年代（単位：千年〉

C：残奇率 r：平均保持率（基礎語集

100語の揚合 r=0.86〕

を提案し注目された。

基礎語棄も当初の215語から、 200語、 100

語と改良されてきだ。［14]

スワデッシュの言語年代学を適用するには、二

言語が同源・同系の言語である脳要がある。これ

らの欠点を補うために南島語の祖語とその起源地

と思われるインドネシア、フイリッピンの言語 CA

N語族 ・インドネシア語派〉から初めて台湾諸語

などの日本語およびアイヌ語語集に類型的に近い

ものを探してみて、同源関係を明らかにしつつ比

較する方法が偶然の一致問題と同源・同系問題を

同時に解決できるのではと考えだ。

目 酬同 司”F －・闘‘ 円ヨ司＂＂. -・E ....... －可』e .，司、 ， 
シナ ・チベット語族

アイヌ語 シナ語 チベット騒タイ語 ヘ．トナム諮 カンホ．シ．ヤ語

22 14 7 3 7 5 
5 7 11 7 7 7 

0.22 0.14 0.07 0.03 。。7 0.05 
0.27 0.21 0.18 0.1 0.14 0.12 

5.1勾 4.4

）軸諸語~N）語族インドネシア諮派 台湾蹄語メフネシア諸諸 ホ・＇）ヰシ7語源
マフイ語 9力．ログ語 モトウ語申失カロリン語ポグウ語サモア語

5 4 10 7 4 12 6 
7 9 5 1 5 4 

0.05 
0.12 

5. 2 アイヌ語と日本語、南島諸語との比較

前述したようにロゼッタストーンの「学問の部

屋」［ア］のデータに、下表に示すように「その他

の言語」、「関連アイヌ語」、「アイヌ語に対する評

価」の各欄を追加して、さらに関連語集を追加し

てみた。（関連語棄は文献［7］へ、［9］～［13］、

[20], [21］から探し追加し、？イヌ語集は

[15］～ ［19］から探しだ。）

語集比較は古代日本語、AN祖語、インドネ

シア・フィリッピン言語、 その他言語（メラネシ

ア、ポリネシア諸語、台湾諸語など〉およびアイ

ヌ語聞で類型系統分けを行って比較して、系統分

けし疋関連語嚢を、分離子 （：又は／〉に

0.04 0.1 0.08 0.04 0.12 0.06 
0.13 0.15 0.09 0.09 0.1 

記 号 ＊、.、・を使い分類した。

評価の根拠を（・・・・・〉・・・・・）などの蛮移推定で

示した。 ＊印は復元祖語を示す。音声記号はここ

では回字フォントとの整合性を考えて次のように

置き換えた。 e→e、ゾ→R、η→N、？→’（声門閉鎖

音（グロータルストップ）〉

表中の言語名略称は表10.言語系統と言語名

略称を参照。

以下は、アイヌ語と日本語との基本単語語嚢と

しての同源・ 同系問題とその分離年代をスワディ

ッシユの言語年代学における基礎語集100語から

見てみることを目的とする。
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(1)文法的要素 CNo.i~8）から 表 2文法的要素の言語比較
No. 基後鱈 古代 AN祖語 インドネシア・ その他の百語臼本語量 ’価 関連アイヌ語 アイヌ語評価

日本語 CANO DMP 7イリッピン言語 村山説 HP筆書 日本語 AN 
11 ＊ア 世akυ’ *aku 比ILC*si-aku台TSO削 k。J,A。NO ム 主it-(/an-/-an) Iυ 。
事ム +ku 上ヒTAG*ako’台ATY・ku？・s ①② 一人称単数／複数の主a/na a/ku 

＊ナ 比KAG*a +saku？・kuZing 一人称複数包指形 <*aku 
比MNB*a 台SDO+ya’ku? ④ ③二人称単数複数の敬称主格
イBAT/ROT:台BNN*ja’ku

一例（人は 等）数「の i~ uく本ku’ff au メBOGead’H +ku－一人称単数主格
イMLY*aku メYAP*ae echi－①一人称単数／複 主格 chi/echi 
イJAV*kula ポTON*au

②③④一人称複数対立に形変、主え｜格る
く＊ad’ii

グCMR:vo／・hu 一般称
『句、 ALT! 自動詞的な意味

MO/TU:b 

－②ec二h~「呈人「①称一と単人同数称じ／、単複自数数ら／の・複・主・数）格の．主目語的｜格ナ MO:na 
（主格以ヲ

2 you ＊ナ +i-kaSt kav 比ILC:sika’ 台ATY・isu? AしTI ALTI *a- ム
イMLY:engkaw台SDQ・？i'su？剖 e－ー汝（が、 の、 に、 を） a 

あ／J.t:ン +i-Su’ /kamu 台PWN+ti-hun 争ト①一人称目的格（単／復数） ム
イJAV:sira メBOG*nam

②③二三人人称称敬主相格／目目的的格格 ー
グCMR:ha20

3 we tつ +kita +kita 比ILC:kami’ 台ATY・ita? ALT! AしTI ’chi- u u 
比CMR:hita 台SDQ・－ita? TU:bua MO:ban *a相 wa chi 

我々 イMLY:kami/ki 台TSO合a’to TU:bua <(u-)a <*kita 
4 this ＊コ（ko+i-ni’ +ini 比ILC:daytoy台ATY+qani ALT! ALTI *ko－・そ』（に、へ等） 。

・hani kU それ（を、に、のために ココ、ソコ、7ソコ
これ qa-rn イMLY*iko 台TSO・e’ni ta そこ のk。

イJQAV+iki ＋「
仁／本i-nisi 自分の／；本当の

5 that ソ（so2)’H:u +iian 比ILC*si--anu十台YAM：・？uγtu ム +1- 。
比KAG:sa’ya ム lく＊i-tu

あれ イJAV+ika イMLY+itu *sian：本当の ム sian
<si-anuh 

6 who ・ターL1-sa1 +t’匂l PHN*si-anuh 台TSO＊剖’a 1.6 E与 hunna：誰
比ILC*si’n。台BNN＊剖’ma?

だれ ＋タ イMLY:mana 台YAM合sinu? nen-だれでも ~SS’ ino 
メMOT+daika 1 no 

グCMR・haveメBOG+da2 *sino：本当の <*t’aii 
7 what ＊ナニ apa apa 比ILC*ania’ 日OKI合no？くanAN仁j u 合ne：（疑問詞）どうである LI. ム

比TAG*ano’日YAE*no?<arn-arn *nen：どうである人、誰 na/nani 
何 *na:nuh*ann 台ATY*nanu?ani（方言） nep：どうであるもの、何 /ne/nen 

イMLY*anu 台SDQ*ma’nu’ ne-i：どうである所、何処
グCMR:hafa hita何 hitane.何しに

hunta・何
8 not ～ズ qaz1 d.i 比TAG+hindi ANU ム isam：（否定動詞）ない

比ILC:saa’n/di一 sak：欠く
・でなし ・イナ diaa イMLY・tidak somo：・・でない（対象の語の前に着く）

アイヌ語と日本語、アイヌ語と南島諸語との関

連につき、紙面制限の都合上、同源判定項目のみ

その探用理由を述べる。

・ No.i日本語アは南島祖語 ＊akuからと考

えられる。（フィリッピン諸語などから）

アイヌ語 kuは南島祖語に同じであり＊aku

から分かれた a/ku双方が使われている。

アイヌ語では一人称、二人称、単数、複数、な

どの概怠がかなり暖昧である。（日本語ち同じ）

・No. 2二人称アナタに苅する日本語とアイヌ

語ナ／aは同源かどうか。

・ No.3一人称複主主ワはアイヌ合成語 Cua：お

(2) 基磁語集（No.9-18）から

・ No.9古語のピタはピタリ、ピッタシ等に

も残りアイヌ語 epitta/opittaの語幹 Pitta

Eいの我）に通じる。まだ、＊kita から幹収縮

形のki→chi（沖縄語の音韻に同じ〉を想定した0

・No.4/5指示代名詞ココ、ソコ、アソコの

「コ」は近／中／遠距離感が未分化のアイヌ語

koに通じる。コレ、ソレ、アレに相当する

iち同じく未分化のようである。

・No 6 人称疑問詞ではないが、アイヌ語 sino:

本当のとフイリッピン諸語の si-anuh/si’no

と同源と見た。

－いす・れも南島諸語に関連がありそうで、特に台

湾諸語に多く痕跡を残しているように思える。

と意味的にも同じで、同i原であろう。

pita 〉ミナ minaち想定できるがどうか。

戸

3
n
h
u
 



いるようである。• No.10/13多シ、大シは同源で、南島祖語

om  po：祖先 から出疋ちのと言われている。

アイヌ語 o/ot：ごちゃごちゃある はこの幹

収縮形と判定した。

• No.14タガログ語 tagalからナガ（シ） Ct> 

n）、 tan( tar>tan）が生じたのでは、と判断。

• No.11 叡詞古語イト、ピタとアイヌ語 sin

eはこのままでは同源と思われないが、南島

祖語 *it’a/*pit’anとジャワ語 sidiiとの関

係は同源を示唆しているのでは、と考えだ0

• No.15/17/18 古語チピ、ヲ、ピトはいす

れも南島諸語との関係は濃厚であるが、アイヌ

語には見あたらない。

• No.16南東祖語＊m-binajを介して、アイヌ

語 mina：笑うと mat/（日本語：メ）はその

・No.12叡詞古語プ夕、パタの対応南島祖語

D.uva’／pa’taNとyイヌ語 tu/u（祖語から

の幹収縮形〉とそれぞれに意味、音韻河応して

表 3基礎語集の言語比較

幹収縮形ではないだろうか。

N。基礎語

9 all 

すべて

10 町田ny

多い

11 one 

いち

12 two 

13 big 

大きい

14 long 

長い
15 small 

小さい

16 woma1 

女

17 町、an

男

18 persor 

人

古代 AN祖語
日本語 CANO DMP 
ミナ lahat +a bin 
mi2na 
〈πruiマ18

＊ヒ?I＜ピヲ 肯ぽa:1

オオシ dameq -
合opo-si

的叩。祖先
／偉大な

イト 合it’a *it'a 
台ito2 +pit’an 
ヒトツ
(pito2寸u

・ピッタシ
世イタ
フタツ *Dewsi 
＊肌rt.a叱υ合DewSSa?
ハヲ（二十） +pat’al¥ 
I Pata （対）
フトシ (ma)+Ray< 合加t’al
官puto-si
オホ（大）シ
ooo-s』
ナガシ 合anaduc脅and’a
naga-s1 

lavat' 
チイサシ 合ddkiq *d.ikih 
*tipisa-oi +ma/ni+pi's 

ニヒ φnipit’ 

－この範囲は日本語もアイヌ語ち南島諸語、台湾

諸語に強く関連している語集群に思われる。

インドネシア・ その他の冨語 日本語寄’価 関連アイヌ語 アイヌ語評価
7イリッピン言語 村山説 HP量産司 日本語 AN 
比ILK:a’min 台ATY・kuara;ム ム +ar.まったく /::, 

台SDQφka’na? arく＊abin
イMLY:ampu 台YAM+maleve’t
イTAG*pisan 台PWN肯？i・ta。 合epi技a・すべて（量）。ムく*Pit’an

・dロ,._ ／合？isa’？ 世ooi枇aすべて（数）hitaく（e／。一）pi枇a
比TAG:dami ム 合o：多くある 。

貴ot：ごちゃごちゃある opo/o 
イMLY:murah at:ごちゃごちゃある

us：群生する
イMLY脅旦mpu：朗比TAG貴apな祖父ANO oka(y）：多くある
イJAV脅聖mpu：名台附N合apu’祖父母 lporo：・大きい／多い
イMLY:satu 合TSO・cini/c1ANO 。esine：いち /::, 。
イJAVesidji メCA仁ot 』to弓』ta 比o/sine sine<cini 

/sidii 
比TAG*isa’ 台PWN世’ita’ +epi枇a・すべて（量）u u 

／・pi鈎ng +op1抗aすべて（数） p仕o(p比apita(pit’an 
/oisan 

比lLC*dua’ 台ATY肯附鈎？ 女tu・- υ υ 
イMLY:belah ／鈎zing pu/pa(tL tu<dua 
比！LCφpa’san1台SDQ:daha’？ ANO 。*u：お互い <*duva 
イMLYφpasaN台PWN*rusa?く＊Pat’aN
比ILC*busso'台SDQ*pa’ru?ANO 。*poro：大きい／多いu u 
イMLY*betong台ATY才JU問ヲ ＊叩pne：大きいくrup哨 e・頭のような
比TAG脅buso’g 10に同源 合par.HIロ／para：広lputo(por poro 
イMLY*besarメBOG青bol'。 世out－。：Jilロ くめotal
比TAG*tagal ANO 10 合tanne：長い υ υ 
＊＂祖 +taga'I 〈柑1-and’aN naga tan(ne) 
イMLY脅and’a~ 台PWN肯ma匂ngela・？ くta1≪1I くtagal
比TAG育制pi'k ANO 。po：子供
イMLY*tipis 台SDQ制 ipix ti pi- pon：小さい／少ない
イJAV脅chilik く*tipit’ mo：小さい くpo

φnipi *ti pit＇’（ 薄い） nokan：小粒の

メ ・ba 比TAGebaba’i ANO 。女mat女／妻 。0 mat 
*me イMLY*bini i'耳ami: wo-m1na menoko：女（〈日本語 me/mat くmina 

ミナ *binai *bin司j /perempuan efafah( a’？ 。m-bina 合mina：笑う くmina <*m-binaj 

~~：am::baba 
台PWN: （意味のずれ）

脅mina’w’ao ・hapo：お母さん Q papa ム
/ha po 

育ヲトコliala:ki laki 比TAG:lala’ki ANO 。kur：人／影／：神

wo2no2ko2 イMLT合oraN台PWN:uqalai WO *hoku：夫

take2 合uRa恥イBAT*uraN: ／合ohayai く＊uRaN ainu：人／男

イJAV*woN nispa：旦那
＊ヒト Ca’u uRaN 比TAG合旬、／t正台TSO*co’uANυ 。（向上）

pito2 イMLT:oraN 台PWN*tautoく＊tau

<oi-taL 食ta’u 合［t]av /orinumi住民 台YAM*tau

(3) 動物 ・植物関連（No.19-36）から
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表 4.動物・植物関係の言語比較

No. 基礎語 古代 AN祖語 インドネシ7・ その他の昌語 日本語評価 関連アイヌ語 アイヌ語評価
日本語 CANO DMP 7イリッピン言語 村山説 HP筆者 日本語AN 

19 fish サカーナ Si-ka"en ・ikan 比TAG:isda’台PWN+ci’qa1ANO IO chep：食物；魚；鮭 0 仁J
イJAV*iwa'メCAL・ik uwo/iwo くchi-e-p：我らが倉 1wo=1-c i(ik 

魚 ＊イ（ウ）ヲ 合ivak 比！LC・ika’n ポSAM脅i’a く＊ivak *i－それ（神／獲物） くikan
・イカ 合i-o：獲物が多い

20 bird 合トリ ma nu’k manuk 比！VT: chir：鳥 υ 
メ？ manumam』h t』 chicap：鳥 tori 

鳥 buluN イMLY:burung ALT *to付：鳥
スズメ /burong KOR: amam-e-chicap-po：スズメ
カモメ等 t~rk：鳥 kapiw：カモメ

turumi.翻kopecha：カモ
21 dog φイヌ 合asu 合at’u 比TAGeaso台AMiewotsoALT u 合seta：犬 10 seta 

イJAVeasu 台YAM+?inu：ラ アMAN: reye-p：這う物、犬 くtatsau
犬 ・ヲソ qayam イMLY:aning 台PWN合的at’ + inhun +inun：漁に出かける滞）IP在nuす＜inるu~卜（月予寸．｜） ｜ 比CEB:idu/ir台TSO*t且tsau (i-nu-un 

setaくtatsau そこで豊漁があ
22 louse 合シラミ ・Cu’matu mah 比TAG+kutoホFIJ+kutu' +ki/kiye：シフミ、昆虫、茅の。 ｜

（合成語） イJAV+kutu’MP合本lisa 脅rasi：蚕t（カラフト震ー rasi(Jisa 
童乱 +kutu イMLY・kutu’ ／脅本liza ／合tasi ki<kit<k凶

台ATY・：Ju’mi <kutul 
23 tree 合キ ka’Siw +kayu 比TAG: 台SDQ剣岨horANO 。合ni/niye：木，林，森ー U ni 

・kahoy(woo《台ATY剣咽hu'rkri/k凸 。 <*niyap 

木 ki21く＊ko2ika’yuH +kahui PHN**niyup 台AMl+kikaNく本k凸t ・ki/kiye: ki/ni .6.. 

－ヤシの木 イMLYφkaiu く判惜’yuH ｜釆;;t;ね草本の茎・ま呈・ it

24 seed タネ benSiq d~nih 比TAG:binhi?ポSAMesaitoANυ 。pi：①石②小球③種子
脅tani’m(plant) く*tanem

種 合tane suan 合tan里町 イJAV:deder核｜日OKI・sani tanne：長い
くtanaワ (plant) イMLY・sari：心

25 leaf .，、 d2ahun *dahu~ PHN合dahon台AMl+papahANO 10 *ham：葉 u U ham 
比TAG: 台PWN・hapa く＊papah hap pa <*dahun 

葉 (paa bu Ju’N +papah φpa’la pa’ 台TSO対10・nge ・hap・梢 くhap hap 
イJAV+papalメBOG:bagri く＊Papal

26 root ネ ne *uRanN [v]aka PHN:uga’t 台AMl;jamit ANO 。 sinn③t：①祖根先②・・イ・・ケ・合マ成~ow語o／。 υ＊uRanJ イMLY*urat ホuRanN

根 ヲ＊WO daliy paNkal >ua’n>wo >ua’n 
｜企旦：①尻②陰部③JII尻 >wo 

27 bark ハダ ku’liC kulit 比TAG+bala’t台ATY:iulaq ム 合同p：皮合ni-kap：木tυ ム
+pada イMLY:kulit 台PWN・：qa’lie ton to：なめし皮 kapaくkap

樹皮 カワ＊kap.balulaN +PadabalulaN ／脅bake’le rus：毛皮，衣
28 skin （同上） （向上） （向上）ー メMOT合kopi - （向上） ｜υkapaくk~~台TSO剣惜’va

R;r;tt 

29 meet 合シシ *Sisi dagiN グCHR*sensen ANO 。 kam：肉
／刊esh イJAV/MLY:台AMI合titi SISI haru：食料

Sesi 合isip(?)* isi：内容 MP食事比＇j く*t’ー比i

30 blood チ，lt*tuida’ha d.aRah 比TAG:dugo”メCAL合tja
ANム

ム kem：血；針；飢鍾

cf.ツユ ポSAM:toto ZuRu’q 

血 合ZuRu’E )duu’＞tuu 
31 bone ホネponedu'RiH [t]ulang 比.TAG:buto’ ’？ kew：骨；死体

Cuqelan イJAV:balung pone：骨〈（日本語） kirくlikud
骨 zu’Ri MPφ＊likud：背台BNN・iku ・kir:足；骨髄 メ9テーセ．

(TAG+likod) ・ik：関節 O kくiku
くlikud

32 grease アブラ mir「ak m呈n”ak比TAG+taba’ ANO 。 kirpu：脂（身） 。
+ambura イMLY・rabun（あ，Sる） く＊apuy kis：水中に浮いた；aabu<apuy 

脂 +tabe＇’ （アブル） +uhuy/ape /uhuy 

33 egg タマゴ telu’R [t],!tluR 比TAG＋比log +nok.①卵②皐丸一
~~ （合成語）

34 horn ツノ uReN ta(n)duk 比TAG*sungo’t ANO 。 kiraw：角くkir-aw：骨・~~ -
角（ツノ） *tuno/tum』 イMLY*suN~ 台TSO*suNu(*t’uNu 

~’uNu /tandok 台KAN*uuNu
35 tail ＊ヲ l'kuR buntut 比TAG:bunto’tメBOG*oパj - x ＊。①尻宰膳部③iJJI υ ー

尾 イMLY:ekor *os：①中②後笹灘脅wo/o 

ikuR 

36 feather ハネ *Pa’niy +bulu 比TAG+bulo台AMl*vanohANυ υ *rap：羽，翼 ム ム
*pane イMLY・bulu台BNN合pulauく＊pani rapはpan(e)

羽 +faro /kepak 台SDQ*pa’｜比 く＊bulu からの月子ーセ．

弓
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・ No.19古語イヲ、イ力とアイヌ語 i-,i-oは

南島諸語を介して同源に思える。

・ No.20馬、トリはアイヌ語古語でもあり、

朝鮮語 terkと同源と思われている。

・ No.21犬はアルタイ形と見られているがアイ

ヌ語 inun：漁に出て滞在すると同源であろう。

しかしアイヌ語 setaは台湾ツォウ語の

tat泊 uのメタテーゼ形であり、古語ヲソは、

タガログ語 asoと同源と見られる。

・ No.22カラフト7フイヌ語 rasiはマライポリ

ネシア祖語＊lisaのメタテーゼ形と言われてい

る。シラ（ミ）はこのアイヌ語 rasiからのメ

タテーゼ形になっている。

・ No.23アイヌ語 ni,kiとも南島語からの幹収

縮形であろう。アイヌ語の ki：茅などは意味は

少しすれているが。

・ No.25アイヌ語 ham,hapとも南島詰語力、

らの幹収縮形とみられるが、日本語葉もそれ

(4) 身体語関係（No.37～53）について

• No.41鼻の古語パナはアイヌ語 panaと

同じであるが、意昧はずれている。南島祖語の

*Pa Na：突出物から地名用語としての岬、出崎

の意味では共通であろう。

・ No.42クチ、クビ、クツなど、アイヌ語 kut

と共通に「中空のもの」を指す。

・ No.45日本語歯はアイヌ語 niとは別系統

であるが、 niは南島諸語＊Ni’閃n の幹圧縮

形で、別意昧の語 ni：木 CNo.23）といっしょ

になつだもののようである。

・ No.46日本語足はアイヌ語では as-i：立つ

ものであり、同源であろう。

アイヌ語 chikirはフイリッピン諸語＊tioel

から語末尾子音のとれ疋形になっている。

・ No.26日本語ヲは南島祖語＊uRan’からの

幹収縮形と見られているが、アイヌ語。ち同

じであろう。まだ、 No.361こち同じ。

・ No.27/28日本語皮（＜力パ〉とアイヌ語

kapは同源と男られる。台湾パイワン系ル力

イ語 bake’leから、その幹収縮形 bakのメ

タテーゼ形と思われるが判定はしなかった。

まだ、台湾ツォウ語 ka'vaち同源に思えるが

判定はしなかった。

・ No.31アイヌ語 ikはマライポリネシア祖語

*likudの幹収縮形、 kirはメタテーゼ形であ

ろう。

・ No.32アブラはアブ・ルと同源の燃える

／火に対するアイヌ語 uhuy/apeと同源に思

える。

－この範囲のことばも南島諸語、台湾詰語に関連

しているものが多いようである。

からと音、意味とも一致する。

・ No.49 'Jフイヌ語 rekutは南島祖語＊li'oeRか

らと考えられ、これの派生しだタガログ語

ku'oi'：窪みと、クピとが関連するようである。

・No.50タガログ語 palad’がハラと par

/paraとに関係しているようである。

・No.52日本語タマシイは、鹿児島弁では

タマッであり、アイヌ語 ramat:1~1 と同じで

ある。 「タナラ相通の理」と呼ばれる、 t,n,r

閣の変移はよく男られ r<>t変移の例である。

－この範囲ち大部分が南島諸語、台湾諸語に関連

しているようである。

表 5-1.身体語関係の言語比較（1/2)
インドネシ7・ 1その他の言語｜日本語評価 ｜関連アイヌ語 ｜アイヌ吉平
フイリッtツ言語l l村山説 IHP筆者｜ ｜日本語 IAN

37lheir l・ヶ l*buSe’k ｜比TAG: I BKAG: Ix Ill. lnuma：毛；毛皮 I .6. 卜
ke I l*bul1』 ｜ ＊加ho’k I Molo：羽毛 lbulu ｜『木JIこ対応 ｜『木JIこ対応

毛 ｜ ｜ ｜ ｜イMLY肯buluI l>KAG: I ｜・ki：禾本科草本の茎；稗，茅
I lfoto：羽毛！ I 

38lhead lコウベ lqu’luH M加lu ｜比TAG:u'lo：・調台SDQ:qei問 u’｜一 10 lpa/pake/sapa頭 」

+kabu-pe I ｜比TAG+kabong I ｜『膨れる」 Ikey：頭
頭 ｜ ｜？ ｜ ｜イMLY納 uluI台P州 .oEno ｜癒 ｜に対応 I rum：頭

合ウヅ｜ l・ke(m)buN I I I le－：，頭；顔 ｜ム ｜ム
+tap寸叩p：タンコブ lkabu/ko 

39lear lφミミ l*taNi'lal*taliNa’l比TAG＊旬ingifTWN：・ IANO 10 ｜州sa仁耳
：耳 ｜ ｜イMLY加 pingI 肯tsaliNa lmimi ｜『唇JIこ対応

耳 ｜ 1・b尚 iRI・b悩R I比TAG+bibi'g：ロ l<*bibiR Ir耳垂ム｜
唇 ｜ 州j iイMLYφbibirI台PWW世caline:a ｜「ミミナリIに対応
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表 5--2.身体語関係の言語比較 （2/2)
No. 基礎誇 古代 AN祖語 インドネシ7・ その他の言語 日本語評価 関連アイヌ語 アイヌ語評価

日本語 CANO DMP 7イリッピン言語 村山説 HP筆者 日本語 AN 
40 eye ・メ +ma Ca’ +mata' 比TAG+mataTWN・matsa ANO ム ~：：①目豊漁②温泉③卜呂m邑 イMLY・mataメMOT+mata町1a- fマナヨ』、

回 マ（ナコ） ポSAM+mat<<mata 「マツゲJ~ ／聞く／持つ
π1a メCAL+mas:l~ 関係 ma ta.冬

41 nose 合ハナ i+ju’N ig’uN 比TAG:ilo’ng メCAL:puot ANU u 山鼻くe+tu：顔・蜂 u ー
pana ／官panga’：顎 メBOG*manaくpanga' +not：顎 hanaくpana

鼻 脅paNa イMLY：先：pu端ncha 台ATY:ngi.州J~tt』uI 世pana：川下／慶
突出物 台PWW・ （『鼻霊l多連想）

42 町、outh 世クチ bap+bap *mulut 比TAG:bibi’E ポSAM＊山｜高麗語 × 官put/put,i：（川や沼の）0 kuti -

ko-tsii =par.char くputi
口 bibi’R PHN: 台ATY・nquaq 官kut/kut,i①岩崖，絶壁②岩 ム kut

+N此u口；E声台YAM+ngusu? ③中空の茎④帯出｜ くNutu
イMLY・mult 台PWW・not kut-char：沼からの口；首 O not 

+not：顎 <Nutu 
43 tongue 官シタ 合di’laq 肯dilah 比TAG肯di'la 台YAM世Ii’la ANO u parunpe舌合成語 ム ~ 

イMLY*lidah台AMI官剖masita sitaくsiraraくsira
舌 日OKI肯siba 〈本dilah l片③官叫地下底植い物所の②葉魚④の粘H液〈令例州州叫＊吋吋叫叫dil仙l目ila泊a くホdilah

日YAE*si・oa
44 claw ・ツメ kuS+kuS kuku 比TAG:kuko’台KAN世anukANO 。*am：爪 E』

イJAV・d’uput台ATY貴kaka’Ftume/tuma 
爪 カ（径）ク ／・d’umout く＊d’umpa 

45 tooth ・ハ *Ni’PJl.n φi’P呈n 比ILK：官ngi’pen台AMl+wadisANO u 肯nil’~~~／①m木im②ak:歯歯 一 しJ
くpa 比TAG+baga’n台PWN・vaqapa 肯ni ni 

歯 +i’p?n ：臼歯 台ATY*?nuxく＊babaN <n-i’pen 
イMLY：即巨i 台BNN肯ni’DUki＜＊回目

46 foot ・ハギ epa’qaS +kaki’ 比TAGepaa’台PWN・tiltilANO ,0 kema：足 ikema:e：イケマの線 ~ 

/karapka’pan ・chin脚
足 ＠カチ PHN・tiqel セブ・tiqi I +kir/chikir：足；骨髄ー Ochikir 

／φtiqil ure：足 くtiqel
合アシ イMLY+kaki 骨髄ーi：立つもの ぺ asi -

47 Knee ヒザ tuhud [t]u’ud 比TAG知 h吋 台AT'I’:tari? x x ko除a：膝
イMLY:lutt比 台PWN:cu'ngar

膝
48 hand ＊テ lima hma 比.TAG:kama’y 台PWN吋ma? ANO u 肯tek：手，枝 u 

世tan伊’n：握iむ ta－く*tana ・mon：手 te<tek 

手 世タ（被服形） *ta Nan イMLY*tangan く判a?a mo打lU
φモム くmon

49 neck ＋クピ 合Ii’qeR *lihiR 比.TAG:lee'g首 台PWN: 0 前 ・ekut/requt,i：喉；首 しj u 
+ku'pi'.：窪み *ri・qer ku’pi” kutcharo: kubi rekut 

l首 ’ku’pj’s：＜ぴれ メBOG:ko ku’oi’s kut（喉）＋charo（ロ くrekutiくIi’oeR
50 belly へソ ＠凶’sej ／νiyan 比.TAG+pu’sod台KAN+pele’kANO 。+hanku：騎 ム I~ 

+pes。 イ／M争L附Y：田p~へ｛ハのう台YAM+peSe’potso 
騎 ハフ 台BNN・pu’sol(*pu’E坦j •para：広い •par:Jll。。

*para *palad’ 比TAG*palad'メMOT:boka para para/par par/para 
手のひら <oalad’ <oalad’ 

51 bγeasts φチチ +su’SU +t’ut’u 比TAG+su'soメCAL・U比 ANO 。ram：胸，心
乳房 イMLY・susu 台PWNφtutu ti +to/tot士o乳房；母 ム ~ to社。

l胸 I +titik/ +tete ／φtoto’。 く本t’ut’u +r。ra悶胸板（サハリン）Uくto <*l’ut’u 
52 hearts ・ココロ pusuq put’uh 比.TAG:pu’soワ 台ATY: ALTAI × •ram：胸，心 。

ヲータマシイ /+kuro（観念 lahubu’n kukuru sampe心，心臓 魂とramat
.e,, ハラ・ワタ イMLY:ookok 日KAG合tamat bakta 世間mat：魂 KAG:tamat 

53 liver キモ qaCe’y hat司j 比TAG:ata’y × huype：肝臓
イMLY:limpah yukram：肺臓

肝

(5) 基本動詞 CNo.54～71)について

・ No.54日本語飲むは、アイヌ語 nun：唄う

と意味はややすれるが、南島祖語＊inum から

どちらも生じだちのであろう。

・ No.61アイヌ語 rayはインドネシア祖語

*layuからで、ナユ（nayu）と同源であろう。

・ No.55 o交ムはアイヌ語合成語 ka-mu：上方

を塞ぐに一致。アイヌ語 kupa,のメタテー

ゼ形とち考えられる。 （kamuくkapu<kupa)

・ No.59アイヌ語 kirは南島祖語＊kilalaの幹

収縮形、日本語知る、シリはアイヌ語

si「／sir.iと少し意味がずれるが同源であろう。

・ No.63アイヌ語 ma：泳ぐはジャワ語

manu、または台湾ツォウ語 makaなどの

幹収縮形であろう。

・ No.65日本語 歩くは、アイヌ語 arpa,arki

とも音と意味的にもほぼ合うが、南島祖語

*laku＇のメタテーゼ形になっている。

・ No.68 7フイヌ語 rokは南島祖語＊duk、
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台湾アミ語 marolくなどからであろう。

・No.69アイヌ語 taはタガログ語 ta’YOの幹

表 6.基本動詞の言語比較

収縮形、タツは ta-ta>tatuの変化か。

・ No.71 7フイヌ語 yeとイ （フ）は同源であろう。

No. 基礎語 古代 AN祖語 インドネシア・ その他の富語日本語寄’価i 関連アイヌ語 アイヌ語評価
日本語 CANO DMP 7イリ·~ピン言語 i村山説 HP筆者 日本語 AN 

54 drink ノム 肯inu’m *inum 比TAG*i'nom台AMl*minanon u ku：飲む
合nOmu 比ILK*inu’m 台YAM世minum

飲む メMOT官inua ANO  骨num/numun：吸う。。
イMLY*m伊 inu『メCAL肯un <*inu’m no mu nu町、

ポSAM世inu <numur <*inum 
55 eat クフ +ka’阜n ’ka'i 比TAG+ka”in台AMl:mima’n~吾Nー植υ物 lυ 。φp：：：①食食う事する②食事（3）魚

kupu イMLY・ma-k<日OKl:kam』N ム ke/eム eくai
食べる ・ケ：食中 ka’n +ka'en 比ILK+kaa’n k邑＜＊kai く＊kai く＊kai

56 bite 肯カム *kaRa't *kaRat 比TAG*kaga’t台ATY*kumat ｜υ +kuy；岐む ｜υ ム
世kupa/kupapa：岐む，かじる kupa 

岐む ハム kat 比ILK州支aga'tメCAL’gu kep；かじる kamu< <kag’at 
日OKl+kuujuN *ka+mu：よ方を塞〈 ka+mu 

57 hear キク d3iNe’R *d~N呈F 比TAG*dinig台ATY肯mung- 不明 *nu/i-nu：聞く !::. 
/*kin’g kokanu：聞く nu 

聞く キコユ 世NeR 比ILK*nee・E メCAL:roN くnl!'.e’E
58 see 合ミJI- +k比a” ’kita’ 比TAG+kita"台AMI肯miniNniN υ inkar：見る；見張る一 !::. 

/minene’ng ANO nukar：見る；見張る kir 
見る イMLY:tampik 台ATY*mita?mata：自 masasa：見る く＊kita

台YAM+ki'ta?から派生 ・kirkiru：よく見る’kir：長日っている
59 know ＋シル ma/taqu’ tahu’ 比TAGea'Iam台SDQ*m-kilALT! ALT! *kir：知っている 。Okir 

物を知る ／肯kila’la 台PWN・kemla’ng chanup：知る；覚え号 siruくSir <kilala 
知る 合kilala I イMLY*kilala I・malaZam eramu.思う・a-ram:sir/kir ara町、

：人を知る 比SAM制~ilala/kila +sir：あたり一面／領有する くa’lam
60 sleep ＊ネル tu.’d2uR tid.uR 比TAG:tu'log 台PWN*ma-i~A卑PNO 

10 hotke寝る
肯in呈P イMLY*inap 争mokor：眠る If::. ム

！寝る ＋マドロム ：宿泊する 台BNN’mat。don
61 die ーハナJIma Ce’y +pat司j 比TAG:mata・y台AMI+m’rra、：’：’~AN 0 

。肯ray：死ぬ
mataj /+pa同j 台BNN* isam：なくなる

死ぬ 世ナユ MP*layu：萎れる pate 。Oray 
イMLY:mati く＊oatai navu/ra (layu／キtai

62 kill コロス pa Ce’y 肯bunuh 比TAG:pata’y-i台AMl:mipata'i- AN !::. rayke：殺す
*ronnu：沢山殺す ronnu 

殺す イMLY肯bunoh ALη の <*unun 
可能性 <*bunun 

63 sworn オヨグ ・laNuy 比TAG’lango】台TSO・maka ALT! SUS：泳ぐ；水浴するー u 
イJAV+manu/h台TWN・laNuiANO +ma①泳く・②炎る ma<man 

泳ぐ 争naNu’y+laNLli イBAT+laNe 台KAN: maくmanu くキlaNu 

イMLY・renang争makanangu’ruくnanu<*laNuy
64骨y トブ ・1耐帥’d2 比:TAG+lipa’d 台台A円T滑y愉e川吋m拘’：~｜刷。u hqxri:(1 ：， I込

.i.e(π悦瑚 トJOPl'l)a：（同よ〉
売る.5~ 台'YAM+s相官場ap 防相倒防：

命盲目幹ぜ下街翼
65 walk 7ユム 剣a'kad 剣iK.i’ 広TAG世la＇刷 台・AM世憎哨咽t- AN!::. 相惜：歩く 。!::.er悩

台ATY世π凶ホaki 町官官π歩き回る 置叫uく <Ia'kad 

歩く ＊アル（リ lal咽’w イ札Y刑罰 肯宙開（はゆ方へ）行くarpa/arki く叫aku'
肯S'ki：来る（複数形）

節目前E 世クJI- ．町i eateN 叱TAG併叫1 メBOG:gjncr 札π 世依来る !::. ムarki

／・也U’ng :.6 ・arili：来る（複数形） ku/el《 く.*ai
来る ・（同埼筒 イJAV1・胞ka 航水持ってくる；眠舟コφ〈 tak 

〈内お飴N

67 lie 合イヌ baRq 制ng> 叱TAQhi伊？ メCAL合切官 ANO 。~.明S寄Jかヵ、る 、る卜
(11出向） 待 問 噌’同p 台'ATY：川町百四百ii 明国肱i.樹こわコてL

樹こわる合ネ｛ム）J凶Ii イ札.Y:t耐 台刈ll:Tral岬＠’m 帥 e寝る
68司t ヰI量長』 包.baN 世dt.ll+d.t叱TAG*<i尉m’’ 台AM官官町ホ ALTI a：摩ってL、る 座1-る O re恥

スワル ／剣U<lok tvEL世4彼自／叫伯 『居るJ 肯叫~＜群れをなして） く（作B)r叫〈

座る スエJレ 世d2iJ<吋aホ イM』Y ：屈む AN 。 〈判主虫
世d瓜Wdc対d《 「据える

69武富討 ＊タツ tucμも 肯d'ef>≪felグ倒R由旬＇cho 台首0・n且siri - 。r吋 d縫える，立つ（纏数。。
応TAQ匂yo'? 台円滑愉吋耐宵 as:(])立女割推する 匂包』 匂〈匂匂

立つ dii向 +d.iR 何AT＊＜！~~ 枯 AM机 12 hqxri：骨量認 済t,-5:〈匂吋a く•*<ff!'“.fl"
イMLY・d吋 オ宇IJ＊也』 官位打つ，給つ，切る

70 give ＊アタフ ＠缶－｛n) ~室内命 同制対由G 台砂州・nasa'iv - しJ 協d官官官e手渡すー ム
te'd2 比:TAQhar由’g

総 Z笹tCI刷凋こ出こ出を〆るある
与える be-Ra＇’v イMーY骨也副首

71 say ノjレ 包血r t’a止 比TAQ田’N メ臥仁日百 鈴4υ Ill ::a言潮う言均言葉
υ 

ノブ 台Y馴糾聞記’ワ 民J/ye

百つ φイフ Si-u'o t’eb.止 イMLY:st却 t ll庫融f 語る

u 

ハU
月

i



(6）自然関係（No. 7 2～86）について 表ア．自然関係の言語比較
N。基礎語 古代 AN祖語 イン卜ネシ7・ その他の言語日本語評価 関連アイヌ語 アイヌ語評価

日本語 CAND DMP フイリッピン言語 村山説 HP筆者 日本語 AN 
72 sun ヒ pa-(n)jaw ha(N)-g’av 比TAG:a’raw台AMiets：~a：太司－陽 ALTI ch up：日；月

pi/piru 台PWN骨aza愉 日OKI・ti AN ~ ，腹（丸い物）
日 アサ •t’iNaR 比TAG+sinaEメ日~~~φ’s~~：~日｜ 

+nisat：明け方 0 sina) ~ 
肯asa ：光 イMLY+sinar nisat 〈キt’NaR

73 町、。。n ツキ bulaN bu Ian 比TAG:buwa1台K~~：：~~~’~’~－ 不明 +chup/ chup,i υ .~ 
+tuk"i 比MNB: 台Y tuki ch up 

月 +tuker /chuo <tuker 
74 star ホシ b1ベn)tu’qenbintaN 比TAG:bitu’wir台AMI’vo'isl υ nochi附：星影

+posi メMOT+hisiu

墨 イJAV:rasi メCAL：釦 ALTI 
ポSAM:fetu (po sin 

グCHR:outi’。 メBOG:b’ain (7MAN) 

75 water ミズ 肯d2a+Nu’m 比TAG:tu’big台AMI官nanOI'ALT! ALTI p・e~①or水／h②or：川水上 一
ム wakk<

mi du 合d[d.]anun比ILK+wa’1g 台PWN世zalun<mrl(KOR) くwa'ig I 
水 wi-d。 +wa’hiR +v司j呈R イMLY・wari 台YAM*ram』’m AN ~ +wakka；水 く*wa’hifi

イMLY・air／制ポFIJ・wai AN 0 肯na：水？ na<*ddan 
76 rain アメ quZa’N udan 比TAG:udan AN !:i +apto：・雨ap+to：材 ム ame

争ame2 ／φambo'n ruyanpe：雨；嵐 /anpe apto 
雨 。e(m)bunイJAV:iawah （合成語） <*ambo’ <*ambo 

77 stone 世イシ1sibatu’ batu 比TAG:bato'台ATY肯bingaAN 0 AN !:i 合pi.①（小）石②小 ・U ム
イソ is。 台PWN骨vitu?ar 肯pi-us-i→hisiisi(pi-usi 

石 イワ ipa イMLY:batu 台BNN肯？binto’han 世pis：浜 KOG：官pisi
iwa：岩（山）←i(/e)waki：住処

78 sand スナ qe nay k呈t’ik

町~~附：~問~~~：i調rr蜘＜I台富山p;W・Nh~~：岡Eト: 市

AN !:i 

u地~.オd名タ·~の；：・~aイダu砂ナ〕yna：ウヨ砂Bラす~企i°十関。t計係a併＂~－労砂 benaqi pat’iR 

79 earth ナ tanaq banu[v)a 比TAG:u’lapI ALTI ALη 
④sir：辺①り地一；太面地⑤②昼ト夜⑥天候,_ 

比ILK:ku'nem

地 ツチ tanah イJAV:siti ⑦気温⑧凪
イMLY:tanah tov：土

80 cloud 官クモ quZa’N 比TAG:u’lap 台ATY: AN !:i nis／合niskur：雲 υkumo 6 kur 
ka(m)but 比ILC: * ZaZu'lungt /kur /ku’nen 

婁 霧 肯ku’nem 台SDQ*ru'lune: as：立つ，群在する く／ku’nen
81 smoke ケムリ 合［t’Ju CapaH 比TAG: 台PWN肯chatto 不明 supuya：煙 6 6 

ke2buri 官aso/usok ／相 hto ｜阿篠山から as 

煙 lhat'ap qe bel *0SAM剖 SU ANO I 官邸．立つ，群在する <a[t’Ju 

82 日re ヒ 肯＆粉U’y 育却uy 比.TAGeapo’y台TSO・凶zuANO 州 Ceape：火 υ tU a問
+p"ii イMLY・a仰 台SDQ・puniq開iぐapoi piiぐapoy <zapoy 

火 ホ 台附N世sa’仰 く＊a臥ry 制止、uy：燃える <*apuy 
動。 台TSO・apoy

／肯鉱則i

83 a油田 ハイ 肯叩bu'H 合めu 比.TAG世泣田’ 台ATY*?a凶IiANO 州 c_:山田/huna/uyr百 JjU hai -

’papi 台YAM*?a’vu? +pas/pas,i：消炭 匂api

灰 スス 日，~7プ（Iゆ uoar.煤 くoasi
84bum ＠モユ tutuN tun 比.TAG:剖’nog 台A1Y＋町四Jlini州 υ AN しu加y：燃える 6 ｜υ 

台PVvTll・m.izi’ト 得uyから uhuy 

燃える 肯スス 世tutuN イACE脅包比.oN の派生 く本apuy

f SAM＋剛 〈有Y喧件下d
85 p坑h ミチ d’a Ian Za'lan 比.TAG:da’剖 台ATY肯旬qii- AN !:i 合母間頭引髪亘，跡ζ1聖6 6 

m叱i 台円削・dya’問n

道 ／肯V町¥WU

86πlOUrT匂1nヤマ bulud gunuN 比.TAG:bundok 台・ATY:rgiax ALTI ALT! nup円山
ya何百 /nana’hi? kim（筆えない）山

山 イMLY：伊nang 台YAM泡』ku'n 糊岩山
tol叩 i/t偵団n／］、l」

• No.72沖縄語 sina：日とアイヌ語 nisa(t)

はメタテーゼ形である。台湾アミ語tsid＇から

の地理的な連続性を感じる。

• No.73比マノボ語 tuke「、日本語 tukr、ア

イヌ語 chuo.i：ち地理的連続性が感じられる。

・N o.77イシ、イソ、イワなど合成語 pi-us-i

：石が群在するからの派生語に思える。

・No.78砂浜などの地名用語イナ、ウナ、ヨナ

a 

はアイヌ語 ota.utaに重なる。

・No.80日本語雲、アイヌ語 nis-ku「は比イロ

力ノ語 ku’nemからの派生と思える。

• No.82日本語火の古語祖語（a)ooyタガロ

グ語に同じで南島祖語＊apuyからの派生で、

二重母音を許さないアイヌ語 a閃と同源なの

は間違いないであろう。露出形ヒく問、被覆形

ホくp邑ち古語祖語（a)poyからの傍証である。

唱－
A

n
i
 



• No.83日本語灰の古語 papiとアイヌ語

pas.i：消炭は悶源であろう。

uhuy は南島祖語＊apuyからであろう。

－はっきりしないのも多いがこの分野ち南島諸語

• No.84 No.821こ示したようにアイヌ語 ape,

(7) 色関係 CNo.87-q1)について
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問 keに白い；清し、；明るい

• No.87鼻音化接尾辞 m－の残るアイヌ語

maka：聞くと日本語の語家族、開（ア〉く、

明るい、赤い、曙、暁、軟などの共通語幹

akを有し同源であろう。

• No.89 No.23の木と同源と考えられる。

• No.91 比イロ力ノ語 kudre’p の幹収縮形、

日本語黒、アイヌ語 kurと同源であろう。

(8) その他 CNo.92-100）について 表 9色関係の言語比較
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・No.96新ラシの古語 7フラタとアイヌ語合

成語 ar-ta：もう一方／今が意味、音韻

で同じで、サラがアイヌ語 sara:

空いているに苅応している。

・No.97アイヌ語 pirkaは南東祖語

*Pilihに苅応し、古語 piripに通じ、

日本語良シはアイヌ語合成語

i-o-us-i：獲物が群生する所の音韻圧

縮形に通じるようである。

・ No99 'Pイヌ語 satは日本古語

浅しと対応し、ジャワ語’asatと

同源であろう。

(9）アイヌ語、日本語をめぐる言語

系統関係

上記の基礎語集比較評価の結果は、ホ

ームページ「学問の部屋」の筆者の調査

に基づく、村山説と筆者の追加調査の評

価結果として、

－日本語の南島諸語との比較評価（村山

説の揚合〉

同源判定毅 0

53/104 比率 0.510 

同源判定叡ム＋O

57I104 0.548 

・日本語の南島諸語との比較評価（ホー

ムページ筆者の揚合〉

同源判定叡 0

50/104 比率 0.481 

同源判定数ム＋o
80/ 1 04 0.769 

『コE主主冨
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比TAG
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であり基礎語嚢として日本語は南島諸語からも

たらされだちのであることを示している。

自分なりに出してみた比較評価として、ます

・アイヌ語の南畠諸語との比較評価

同j原判定叡 0 35/122 比率 0.298 

同源判定数ム＋o761122 0.554 

であつだ。断定し難い語嚢ち多いが古く南島諸

語から伝わつだ語集であることは間違いないので

はないだろうか。従って、アイヌ語は日本語と同

源・同系の言語といえる。

また、日本語とアイヌ語の比較結果では

表 1 0. 言語系統と言語名略称
語族 諸語・諸派 言語名
オーストロネシア 西部マフイ・ポリネシア タガログ語（7イリ＇1ピン中部）
語族（AN) (PHN）諸語 サマル語｛7イリッピン中部）

マノポ語（7イリッピン南部）
マライ~！（マレーシ7、シンカ．ホ＇－J~

、 7·，~ネイ、インドネシア）
（インドネシア諾派） インドネシア語｛＝マライ語）

ジャワ語（インドネシア・ジャワ島）
イロカノ語（フイリ沈．ン北部）
カガヤネン語〈フイリッピン中部）
イスネグ語（7イリッピン北部）
イパタン語（7イリッピン北部）
チャモロi！＜グアム・サイハ．ン・マ＇）7ナ）
トパ・パタク語（λマトラ島北部）
7子工語｛スマトラ島北部）
ロティ語｛チモーJ~島南）
ヤーベン諮｛ハ＇7'7ニューキ．ニ7東）

マフイボリネシア語 再構築された原形
(by Zorc) 原オーストロネシア語 再構築された原形
(bv Demowo汗の 再構築された原形

台湾諸語｛TWN) アタヤル語｛台湾北部）
セデック語〈台湾北部）
アミ語（台湾南島都）
ヤミ語｛台湾南島都）
パイワン語｛台湾南島部）
ブヌン語（台湾中部）
カナカナブ語（台湾中部）
ツォウ語｛台湾中部）

メフネシア語派（MEυ 中央カロリン語（ミウロネシア）
ヤップ語（ミヲロネシ7)
モトウ語（ハ＇7'7ニューギニ7)
ボグ一語（ハ＇7'7ニューギニ7)

｜ホリネシア語派（POυ マオリ語｛ニューシ．ラント ）
ハワイ語〈ハワイ諸島）
サモア語（南太平洋サモア諸島）
タヒチ語（ポリネシア）
フィジ一語（メラネシ7)
トンガ語（トンカ．島）

際審）

再繕成された原形
アルタイ語族

モンゴル語
満州語
朝鮮語
高麗語
ナナイ語
オロチヨン語

日本語 沖縄語
八重山群島語
鹿児島方言
日本古代語

－日本語と7フイヌ語

同源判定叡 0 49/122 比率 0.402 

t=3.02 

同源判定額ム＋o671122 0.549 

t=l .99 

であり、スワディッシュの分離年代式に当ては

めだ分離年代推定値は 3.0干年から2.0千年前

となる。縄文末期から弥生中期に相当する値であ

るが、共通祖語としての縄文語がどのようなちの

豆亙2R立がこの結果から見えてきて、アイヌ語

としても古く正当な言葉であろうアイヌ語地名用

語による各地のアイヌ語地名などが縄文地名とし

て意味のあるものに改めて思える。
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5.まとめ

我が国の日本語系統研究を通じて、古文献を基

にした系統研究では限界があり、時間および地域

尺度を広げた系統的な基礎語集による比較言語学

の成果が、始めて日本語系統を明らかにできる。

スワデッシユの基礎語集100語において上記の

調査結果はどちらも南島諸語（オウストロネシア

語族〕と親族関係を示すちのであり、鐘玄室互盟

祖とする言語であることを示している。分離年代

ち無難な値と思える。南島諸語は太平洋の広範囲

をカバーし、インドネシア語派からメラネシア語

派、ポリネシア語派とに分かれてきたことを示し

ているが、音韻的な特徴からは日本語はポリネシ

ア語に近く、アイヌ語はより古い、インドネシア

語に近いように思える。日本語の揚合、弥生時代

以降のアルタイ諸語などとの言語接触により音韻

的にも変化が大きかったのではないだろうか。

日本語の語源解釈の新疋な視点として、霊童L童
根）のもとに形成されている単語群を語家族語と

与三皇室方法がある。アイヌ語が縄文語を保存し

ていると考えると、日本語語源研究にち新疋な展

開が期待できる。

たとえば、 akを語幹（語根〉とする語家族語

に、「開（ア〉く」、「明るい」、「赤」、「曙」、「暁」、

「秋」などとあり、言葉の形成されていった様子
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を推定できるが、アイヌ語にはこの語幹語 akの

南島語的な前鼻音化された

mak：奥／どこ（疑問詞〉 maka：聞ける

などと意味の重なる同源語であることが分かる。

大森貝塚を発見し縄文文化の提唱者であったE.

モースは貝塚の中に人骨が混入していたことを重

大視して、それまでの日本人論のアイヌ説に対し

て、プレアイヌ説をとなえたが日本語「飢え（る）」

はアイヌ語から売れば (u-e：おEいを食べる〉

であり、縄文時代からの語源と知ることが出来る。

また、その派生語

wen：悪い（＜ue-un：飢え（の状態）がある〉

であり、日本語「悪し」ちこの仲間ではないだろ

うか。

悪し warusi/warosi/asi 

くue-ruy-usi：飢えがいっち烈しい

また、反対の言葉「良し」は

良しくi-o-usi：獲物がいっち多い

など、アイヌ語を介せば元の語源を意味してい

るように思える。

ホームページ「学問の部屋」のデータ使用を快

くご許可いただいだロゼッタストーンさんに深く

お礼を述べさぜていただきたい。
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